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             and Hiroki Watanabe
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   The  concentration of ofloxacin in prostatic tissue and serum was determined in order to evaluate 
the permeability of ofloxacin into prostatic tissue in patients with benign prostatic hypertrophy. 
Ofloxacin was administered orally at a dose of  200  mg several hours before subcapsular prostatec-
tomy. The determination was performed in the surgically removed adenoma and in the serum 
taken one hour before and at the removal of the adenoma. The peak level in  the prostatic tissue 
was 1.46 ug/g at 4.5 hour after the adminstration. The ratio of prostatic tissue level to the serum 
level was 1.00. 
   In conclusion, ofloxacin was thought to be very useful for the treatment of acute and chronic 
prostatitis.                                               (A
cta Urol. Jpn. 39: 1191-1193, 1993) 






















間2例,6.0時 間1例,7.0時 間3例,7.5時 間1例,
10,5時間1例 とな り,そ れ ぞ れ に お け る誤 差 は15分以
内 で あ った.
オ フ ロキ サ シ ソの血 清濃 度 と投 与 時 間 と の 関 係 を
Fig.1に示 した.オ フ ロキ サ シ ソ血 清 濃 度 は オ フ ロ
キサ シ ソ200mg内 服2時 間 後,1.88!ig/m1をピー
クと し,そ の 後 漸減 傾 向を 見 せ た.
オ フ ロキサ シ ンの 前 立 腺 組 織 内 濃 度 は,右 葉,中
葉,左 葉 の3者 間に おい て は 有意 な差 は 認 め られ な か
った た め,前 立 腺 各組 織 の平 均 濃 度 をFig.2に 示 し
た.前 立 腺組 織 と投 与 時 間 との 関係 は,iin清濃 度 に や
や 遅 れ る傾 向 が 認 め られ,4.5時 間後 に お い て1.46
μg/gのピー クを 示 し,の ち 漸 減 した.
血 清 濃 度 に対 す る前 立 腺 濃 度 比 は,Tablelよ り
計 算す る と約100%で,オ フ ロキサ シ ソの 前 立腺 組 織
へ の移 行 は 良好 で あ った.
考 察
前 立腺 炎 の治 療 に 用 い る抗 菌 剤 の条 件 と して は,原
因 とな る 各種 病 原 微 生物 に対 して 強 い 抗 菌 力 を示 す こ
と と,前 立 腺 組 織 内 ま た は 前立 腺 液 へ の 移 行 性 が よい
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Fig.2.ChangeofprostatictissuelevelofOFLX(average).















































液 内濃 度 が え られ て い る.
私 た ち の 今 回 の検 討 で は,前 立 腺 組 織 内濃 度 は 血 清
濃 度 とほ ぼ 同等 で あ り,従 来 の報 告 に比 し低 い傾 向 が
認 め られ た が,他 の 薬 剤 に 比べ て は 高 い 値 を示 して
い る.そ して,ChlamPtdiatrachomatis,S.aureus,P・
mirabilis,E・coli,K.Pneumoniaeなど代 表 的 な病 原 微
生物 の いず れ のMICsoを も越 え る組 織 内濃 度 を示 し
てお り,こ れ らに よ る前 立 腺 炎 に対 して 有 効 で あ る と
考 え られ る.
今 回 の 検討 は前 立 腺 肥 大症 を対 象 と して お り,そ の
結 果 が 前 立腺 炎に そ の まま 当 て は ま る と は い え な い
が,オ フ ロキ サ シ ンの前 立 腺疾 患 に 対 す る有効 性 は,
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